
No.31 平成 20 年
2008

雨の中、杉ノ段招魂祭で相撲を奉納するちびっ子力士たち
（関連記事はP.19）



　

９
月
15
日
の
敬
老
の
日
に
ち
な

み
、
町
内
各
地
で
お
年
寄
り
を
敬

い
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
催
し
が

あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
、
川

添
健
町
長
や
関
係
者
ら
が
90
歳
以

上
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
敬
老
訪

問
を
し
ま
し
た
。

　

４
日
に
訪
れ
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
あ
か
ね
園
で
は
、
川
添
町

長
が
祝
福
の
あ
い
さ
つ
を
し
た

後
、お
年
寄
り
一
人
ひ
と
り
に「
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
」

な
ど
と
語
り
か
け
な
が
ら
、
長
寿

の
お
祝
い
を
贈
り
ま
し
た
。

　

14
日
、
15
日
は
各
集
落
で
敬
老

祝
賀
会
が
開
か
れ
、
歌
や
舞
踊
、

食
事
会
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

17
日
に
は
城
川
内
小
の
１
・
２

年
生
24
人
が
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

長
生
園
を
慰
問
。
合
唱
や
踊
り
を

披
露
し
、
手
づ
く
り
の
メ
ダ
ル
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
肩
も
み
、
肩

た
た
き
な
ど
で
入
所
者
と
触
れ
合

い
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
、
１
年
の
瀬

ノ
口
紗
恵
ち
ゃ
ん
と
登
尾
果
鈴

ち
ゃ
ん
が
「
歌
は
ど
う
で
し
た

か
。
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

せ
に
ま
た
来
る
の
で
、
元
気
で
い

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

敬
老
訪
問
で
贈
ら
れ
た
長
島
町
商
工

会
共
通
商
品
券
に
は
、
６
カ
月
の
有
効

期
限
が
あ
り
ま
す
。
商
品
券
が
使
え
る

お
店
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
旗
が

表
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
長
島
町
商
工
会

　

℡
（
86
）
０
２
０
９

商
工
会
共
通
商
品
券

ご
利
用
は
お
早
め
に

願いはひとつ
『いつまでもお元気で』

肩たたきで触れ合う入所者と児童（長生園）

入所者と児童がいっしょに踊る（長生園）

長寿を祝う敬老会（加世堂）

町長が敬老訪問（あかね園）
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長
寿
医
療
制
度
（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
）
は
、

新
た
な
保
険
料
負
担
や
保

険
料
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
よ
り
保
険
料
が

急
に
増
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
保
険
料
の
軽
減

策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
制
度
が
円

滑
に
施
行
さ
れ
る
よ
う
に

制
度
が
見
直
さ
れ
、
さ
ら

に
軽
減
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
納
付
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯

保険料の均等割額を７割軽減　　8.5 割軽減
　均等割額の７割軽減を受けている世帯のうち、平成 20 年

８月まで保険料を年金から差し引きで納めている人は、10

月以降は年金から保険料は徴収されず、平成 20 年度全体で

8.5 割軽減となるよう調整されます。また、納付書などで納

めている人についても、同じように保険料が軽減されます。

②保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減
　保険料の所得割額を負担している人のうち、基礎控除後の

総所得金額などが 58 万円以下の人は、平成 20 年度は所得

割額が原則一律５割軽減されます。

　

こ
れ
ま
で
自
分
で
保
険
料
を
納

め
て
い
な
か
っ
た
職
場
の
健
康
保

険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人

も
、
長
寿
医
療
制
度
で
は
、
被
保

険
者
と
な
り
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
保
険
料
の
軽

減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
に
な
っ
た
月
か
ら
２

年
間
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が

５
割
に
軽
減
さ
れ
ま
す
（
２
年

間
は
所
得
割
は
課
せ
ら
れ
ま
せ

ん
）。

②
特
別
措
置
と
し
て
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
、
平
成
20
年
10

月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
は
保

険
料
の
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ

れ
ま
す
（
所
得
割
額
は
課
せ
ら
れ

ま
せ
ん
）。

　

年
金
額
に
よ
っ
て
納
め
方
は

２
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。
年
額

18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
け

取
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
年
金

か
ら
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
ま

す
（
特
別
徴
収
）。
そ
れ
以
外

の
場
合
は
町
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
納
付
書
に
よ
っ
て
個
別
に
納

め
ま
す
（
普
通
徴
収
）。

※
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
合

わ
せ
た
保
険
料
額
が
、
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

世帯（被保険者と世帯主）の総所得額などが・・・

　

所
得
の
低
い
人
は
、
保
険
料
が

次
の
よ
う
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
軽
減
に
あ
た
っ
て
み
な
さ
ん

に
あ
ら
た
め
て
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
保
険
料
の
均
等
割
額
（
被
保
険

者
全
員
が
等
し
く
負
担
す
る
保
険

料
）
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
よ
っ
て
、

保
険
料
の
均
等
割
額
が
次
の
と
お

り
軽
減
さ
れ
ま
す
。
従
来
７
割

軽
減
だ
っ
た
人
は
８
・
５
割
軽
減

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
20
年

度
）。

所得の低い人の軽減

「基礎控除額（33 万円）」+「24.5 万円×世帯の被保険者数（被

保険者である世帯主を除く）」を超えない世帯

保険料の均等割額を５割軽減

「基礎控除額 33 万円）」+「35 万円×世帯の被保険者数」を

超えない世帯

保険料の均等割額を２割軽減

見直しが
行われ
ました

見直しが
行われ
ました

職場の健康保険などの被扶養者だった人の軽減

均等割額が９割軽減され、
所得割額は免除されます

■被扶養者の保険料控除・免除（平成 20 年度）

保険料の所得割額 免除 免除

保険料の均等割額 免除 ９割軽減
（１割負担）

▲平成 20 年４月 ▲平成 20 年 10 月 平成 21 年３月▲

保険料は全額免除されます

保険料の納め方

年金から差し引かれる人（特別徴収）

●対象となるのは　年金が年額 18 万円以上の人
●納　め　方　は　年６回の年金の定期払いの際に、年金の受給額
　　　　　　　　　から保険料があらかじめ差し引かれます。

年金からの保険料徴収を口座振替に切り替えることができます
　長寿医療制度の保険料を年金からの差し引き（特別徴収）で納め

ていた人のうち、次の場合は、保険料を口座振替での納付に切り替

えることができます。くわしくは税務課へお問い合わせください。

①国保の保険税（本人）が口座振替により納付する場合。

②連帯納付義務者（世帯主または配偶者）が、本人（年金収入が

180 万円未満の人）に代わって口座振替で納付する場合（控除によ

り世帯の税負担が軽くなる場合があります）。

●前年の所得が確定しないため、仮に算定

　された保険料額を納めます。

●確定した年間保険料額から仮徴収分を差

　し引いた額を、３回に分けて納めます。

仮徴収
4 月 (1 期 ) 6 月 (2 期 ) 8 月 (3 期 )

本徴収
10 月 (4 期 ) 12 月 (5 期 ) 2 月 (6 期 )

見直しが
行われ
ました

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課・税務課
　℡（86）1111

健
康
で
長
生
き
で
き
る
医
療
制
度
を
め
ざ
し
て
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車両 ８日（月） ９日（火）
１７８台 １６１台

方向別
鷹巣方面から 指江方面から 茅屋方面から

指江方面へ 茅屋方面へ 鷹巣方面へ 茅屋方面へ 鷹巣方面へ 指江方面へ
2２％ ８％ ３７％ ９％ １０％ １４％

平成 20 年９月８日・９日（平尾中学校調べ）

平尾交差点交通状況

意見交換会

通園・通学時間帯の平尾地区の県道

　

こ
の
日
は
、
午
前
７
時
30
分
に

川
添
健
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
町

関
係
者
、
濵
上
實
則
町
議
会
議
長

を
は
じ
め
と
す
る
町
議
会
議
員
、

中
村
眞
県
議
会
議
員
、
県
関
係

者
、
地
元
関
係
者
ら
が
平
尾
交
差

点
に
集
合
し
て
現
地
を
視
察
。
児

童
・
生
徒
の
登
校
の
様
子
や
交
差

点
、
道
路
の
混
雑
具
合
、
離
合
の

危
険
性
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
尾
中
南
公
民
館
へ

移
動
し
て
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
、冒
頭
で
川
添
町
長
は
「
学
校
、

病
院
、
農
協
な
ど
が
あ
る
生
活
の

交
流
地
点
が
放
置
さ
れ
て
い
る
道

路
で
あ
る
。
地
域
住
民
、
議
会
の

皆
さ
ん
の
力
を
得
て
、
事
業
の
見

通
し
が
つ
く
ま
で
、
行
動
と
お
願

い
を
続
け
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
会
で
は
、
地
元
住
民
ら
か

ら
「
歩
道
が
な
い
の
で
児
童
・
生

徒
は
危
険
」「
地
権
者
の
同
意
が

難
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
」「
郵

便
局
付
近
の
橋
の
離
合
が
特
に
困

難
」「
信
号
待
ち
の
車
両
が
停
車

し
て
い
る
と
、
大
型
車
は
大
回

り
に
な
り
歩
道
へ
乗
り
上
げ
る
」

「
母
良
木
公
民
館
の
屋
根
が
何
度

も
壊
さ
れ
る
」「
バ
イ
パ
ス
で
な

く
、
現
在
の
道
路
を
拡
幅
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
意
見

や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

平尾地区県道現地調査および意見交換会

早朝行われた現地調査

交差点付近の橋は狭く、離合が困難

　本町の重要な問題で鹿児島県が事業主体である、県道
長島宮之浦港線（平尾地区）整備の早期実現に向けた『現
地 調 査 お よ び 意 見 交 換 会』 が ９ 月 10 日、 平 尾 交 差 点・
平尾中南公民館で開催されました。

現場を視て早期実現の
糸口探る
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主　な　事　業  

行
政
用
語
の
解
説

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
補
助
金

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、

財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、

児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理

な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営

住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な

ど
の
経
費

■
教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

な
ど
の
経
費

■
公
債
費

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の

償
還
金

町税 6億9258万9千円
7.8％

地方交付税
42億6000万円

48.1％

町債
13億6380万円
15.4％

国庫支出金 8億3496万8千円 9.4％

県支出金 7億9297万5千円 9.0％

繰入金
3億7818万円

4.3％

分担金及び負担金
1億7495万8千円

2.0％

その他
1億4769万7千円

1.7％

依存財源
74億5841万1千円

84.3％

自主財源
13億9342万4千円

15.7％

その他
2億666万8千円

2.3％

歳
入
総
額　

88
億
５
１
８
３
万
５
千
円

民生費
19億8804万4千円

22.5％

公債費
15億7141万5千円

17.8％

土木費
13億6987万9千円

15.5％

総務費 10億4532万3千円
11.8％

農林水産業費 9億7191万5千円
11.0％

教育費 7億5637万7千円 8.5％

その他 11億4888万2千円 13.0％

歳
出
総
額　

88
億
５
１
８
３
万
５
千
円

《総務課》　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

◎長島町開発総合センター漏水修理、白蟻駆除・・・・ 1,500

《企画財政課》

◎獅子島住民へフェリー運賃の一部補助・・・・・・・ 1,148

《税務課》

◎税源委譲に伴う減額措置の町県民税還付金・・・・・ 11,800

◎地方税法改正に伴うシステム整備・・・・・・・・・ 4,950

《町民福祉課》

◎子宝お祝い金の支給・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,000

《水産商工課》

◎長島おさかな祭りなどイベント委託料の増・・・・・ 1,463

《事業推進課》

◎黒之瀬戸公園物産館建設設計費・・・・・・・・・・ 7,579

《農林課》

◎北方崎公民館の白蟻駆除・・・・・・・・・・・・・ 625

◎バレイショ祭りの委託料・・・・・・・・・・・・・・ 850

◎道の駅「長島」寄附金の積立・・・・・・・・・・・・ 500

◎畑作農産加工センターの加工食品保管施設修繕・・・ 3,176

◎幹線道路周辺などに放置された荒廃竹林の整備・・・ 2,445

◎平尾地区水源涵養ミニダム建設の用地費・・・・・・ 573

《耕地課》

◎片平・影平地区の農業用施設等災害復旧費・・・・・ 8,692

◎唐隈・摩手浦・野栗地区の農地災害復旧費・・・・・ 4,291

《建設課》

◎県道平尾川床線改良の町負担金・・・・・・・・・・ 2,250

◎池田川砂防工事の町負担金・・・・・・・・・・・・ 1,500

◎脇崎地区の急傾斜地崩壊対策事業・・・・・・・・・ 5,500

◎瀬戸港・指江港工事の町負担金・・・・・・・・・・ 4,004

《水道課》

◎漏水修繕と漏水不明箇所の調査費・・・・・・・・・ 2,241

◎県道改良工事（本浦）に伴う送水管等の敷設替・・・ 6,481

フェリーロザリオ回数券（11 枚綴り）の
うち１枚分を補助

子宝お祝い金を支給し、次代を担う児童を
健全育成する（写真：本年７月 24 日の支給式で撮影）

長島町開発総合センターの漏水修理と白蟻
を駆除

黒之瀬戸公園物産館建設設計費などに
7334 万 5000 円を追加

一般会計予算の総額は 88 億 5183 万 5000 円

　

平
成
20
年
第
３
回
長
島
町
議
会

定
例
会
が
９
月
12
日
か
ら
24
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
や
三
船
漁
港

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
処
理
施

設
建
設
工
事
請
負
契
約
、
浜
漉
港

改
修
（
統
合
補
助
）
工
事
１
工
区

工
事
請
負
契
約
、
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
事
業
（
小
浜
海
水
浴

場
海
浜
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
建
築

本
体
工
事
）
請
負
契
約
な
ど
20
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
７
３
３
４
万
５
０
０
０
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
88
億
５
１
８
３
万

５
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

追
加
予
算
の
歳
入
財
源
の
主
な

も
の
は
、
繰
入
金
３
３
９
８
万

円
、
国
庫
支
出
金
２
３
７
６
万
１

０
０
０
円
な
ど
で
す
。

　

今
回
補
正
さ
れ
た
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
黒
之
瀬
戸
公
園
物
産
館

建
設
設
計
費
７
５
７
万
９
０
０
０

円
、
片
平
・
影
平
地
区
農
業
用
施

設
等
災
害
復
旧
費
８
６
９
万
２
０

０
０
円
な
ど
で
す
。

　

今
回
追
加
さ
れ
た
予
算
の
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

物産館の設計費が計上された黒之瀬戸大橋周辺 ながしま 8広報Town_Nagashima  Public  Relations9



町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

が
ん
の
ひ
み
つ

中
川  

恵
一  
著

幽霊の径
赤川  次郎  著

　まず本のサイズに驚き！！です。国民の２人に１人が「がん」
になる時代。「がんについての勉強」として読んでおくのもい
いかも・・・。

　

16
歳
の
女
子
高
校
生
が
夕
暮
れ
ど
き
、
白
い
ド
レ
ス
の
女
性
と

す
れ
違
っ
た
こ
と
か
ら
物
語
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
次
の
展
開
が
気

に
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
読
め
る
一
冊
で
す
。

つ
る
も
ど
き
牛
の
鼻
輪
を
父
が
撚よ

る　
　
　

二
階
堂
妙
子

風
鳥
ゐ
ず
蔓

つ
ま
う
め
も
ど
き

梅
擬
実
を
弾
く　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

新
米
や
中
指
で
視
る
水
加
減　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

彼
岸
花
一
直
線
に
畦
は
し
る　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

旅
先
の
ロ
ビ
ー
飾
り
て
つ
る
も
ど
き　
　
　

関　

佳
代
美

も
て
な
し
の
新
米
い
た
だ
く
旅
の
宿　
　
　

大
堂　

早
苗

台
風
の
来
つ
つ
句
会
の
一
夜
か
な　
　
　
　

迫
口　

君
代

老
の
手
の
荒
れ
る
も
い
と
ほ
し
夜
の
更
け
に
マ
ニ
キ
ュ
ア

塗
り
て
和
み
つ
つ
ゐ
る　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下
　
ち
江

窓
開
き
匂
ふ
海
の
気
を
深
呼
吸
桜
島
向
く
朝
の
病
舎
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

車
椅
子
乗
る
人
押
す
人
共
に
老
ひ
病
院
の
ロ
ビ
ー
我
が
前

を
過
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

降
り
止
み
し
雨
の
滴

し
た
た
る
萩
の
花
連
な
り
咲
け
る
野
路
を
我

が
行
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

薄
墨
の
雲
も
流
れ
て
中
秋
の
月
は
遍
あ
ま
ね

く
下
界
を
照
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

サ
ル
ビ
ア
に
白
き
蝶
来
て
戯
る
る
や
わ
ら
か
き
陽
の
秋
の

昼
下
が
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

川
の
辺
に
膨ふ

く

ら
み
厚
き
百さ

る
す
べ
り

日
紅
し
ら
じ
ら
揺
る
る
明
日
は

姪
の
忌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

霞
た
ち
お
富
士
見
え
ざ
る
を
惜
し
み
つ
つ
三
保
の
松
原
な

ほ
去
り
難
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

与
論
に
て
拾
ひ
し
実
よ
り
伸
び
に
け
る
蘇
鉄
は
我
の
胸
丈

を
超
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

我
が
家
の
庭
先
明
る
く
咲
き
ほ
こ
る
糸へ

ち
ま瓜

の
黄
花
は
炎
暑

に
耐
へ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

よ
う
や
く
に
台
風
去
り
て
安
堵
せ
り
夜
半
の
雨
音
聞
き
つ

つ
眠
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元
　
睦
子

秋
風
の
そ
よ
ぎ
始
め
し
山
頂
に
安
ら
ぎ
ま
さ
む
師
と
亡と

も友

の
歌
碑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
　
映
子

俳
句

花
蕎
麥
を
眺
め
そ
ば
食
む
夫
婦
旅　
　
　
　

川
添　

行
秋

歩か

ち行
い
け
ば
萩
野
の
丘
や
海
あ
お
し　
　
　

笹
元　

政
美

短
歌

十
月
は
仕
事
一
緒
で
追
い
つ
か
ぬ
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
我
が

事
な
り
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

納
ぜ
ん
の
蔓
に
見
事
な
虹
色
の
花
房
し
だ
れ
我
眺
め
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

長
島
町
の
状
況

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、
平

成
19
年
度
決
算
に
つ
い
て
算
出
し

た
各
指
標
の
状
況
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
お
よ
び
連
結
実

質
赤
字
比
率
に
つ
い
て
は
、
一
般

会
計
、
各
公
営
企
業
会
計
と
も
に

黒
字
で
あ
り
、
該
当
が
な
い
た

め
、「
－
」
と
表
示
し
て
い
ま
す
。

②
実
質
公
債
費
比
率
は
、
一
般
会

計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金
な

ど
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比

率
（
Ｈ
17
～
19
の
３
カ
年
平
均
）

で
、
18
％
を
超
え
る
と
起
債
の
許

可
が
必
要
と
な
り
、
25
％
を
超
え

る
と
一
部
の
起
債
発
行
が
制
限
さ

れ
ま
す
。

③
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き

実
質
的
な
負
債
額
で
、
標
準
財
政

規
模
の
約
１
・
１
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。

④
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、

各
公
営
企
業
会
計
と
も
に
資
金
不

足
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
該
当
が
な

い
た
め
、「
－
」
と
表
示
し
て
い

ま
す
。

１．健全化判断比率

　 長島町の数値 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率

－ １４．９７％ ２０．０％一般会計等を対象とした実質赤字の標準財
政規模に対する比率

連結実質赤字比率
－ １９．９７％ ４０．０％全会計を対象とした赤字比率または資金の

不足額の標準財政規模に対する比率

実質公債費比率
１７．９％ ２５．０％ ３５．０％一般会計等が負担する元利償還金および準

元利償還金の標準財政規模に対する比率

将来負担比率
　１１１．９％ 　３５０．０％一般会計等が将来負担すべき実質的な負債

の標準財政規模に対する比率

２．資金不足比率

平成１９年度決算による数値

簡易水道
事業

諸浦港
埠頭

農業集落
排水

漁業集落
排水

特定地域
生活排水

資金不足比率 － － － － －

ま
ち
の
健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す

　
『
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
通
称
＝
財
政

健
全
化
法
）』
の
一
部
が
平
成
20
年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
町
の
財
政
状

況
を
判
断
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
の
算
定
お
よ
び

公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
は
、
同
法
が
完
全
施
行
と
な
り
、
早
期
健
全
化

基
準
《
黄
信
号
》
お
よ
び
財
政
再
生
基
準
《
赤
信
号
》
を
超
過
し
た
場
合
、

財
政
健
全
化
計
画
お
よ
び
財
政
再
生
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。

標準財政規模とは
　その地方公共団体の標準的な状態で、通常収入が見込まれる一般財源の規模を示
す指標。地方公共団体が通常水準の行政サービスを提供するうえで必要な一般財源
の目安となる数値で、財政分析や財政運営の指標算出のためなどに利用されます。

平成 19 年度長島町標準財政規模　５０億３８００万円

◎問い合わせ先＝役場企画財政課財政係　℡（86）１１１１

ながしま 10広報Town_Nagashima  Public  Relations11



INFORMATION

INFORMATION

行
政
相
談
所
を
開
設

　

本
町
で
は
、
行
政
相
談
委
員
が

国
の
仕
事
に
つ
い
て
疑
問
や
要
望

な
ど
、
自
宅
や
電
話
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

本
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員

が
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

○
日
時
＝
10
月
24
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
場
所
・
相
談
委
員

・
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

２
階
相
談
室　

村
尾
美
代
子
委

　

員　

℡
（
86
）
０
０
２
３

・
指
江
庁
舎
２
階
会
議
室　

池
田

　

尚
正
委
員　

℡
０
９
０
（
７
４

　

７
５
）
８
４
６
０

 

調
べ
ま
す
！
日
本
の
水
産
業

　

２
０
０
８
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
を

本
年
11
月
、
全
国
一
斉
に
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
５
年
ご
と
に
わ

が
国
の
水
産
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
「
水
産
業
の
国
勢
調
査
」

と
も
い
う
べ
き
大
切
な
調
査
で

す
。

　

農
林
水
産
省
が
都
道
府
県
・
市

区
町
村
を
通
じ
て
実
施
す
る
調
査

で
、
漁
業
者
や
水
産
関
係
者
の
と

こ
ろ
へ
、
統
計
調
査
員
が
調
査
票

へ
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま

す
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
役
場
企
画
財

　

政
課
広
報
統
計
係

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

　

毎
年
10
月
は
「
土
地
月
間
」、

10
月
１
日
は
「
土
地
の
日
」
で
す
。

　

土
地
は
国
民
生
活
や
企
業
の
活

動
な
ど
に
不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
資
源
で

す
。
自
分
勝
手
な
土
地
利
用
は
周

り
の
人
々
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
適
正
な
土
地
利
用

で
快
適
な
生
活
環
境
や
暮
ら
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
役
場
企
画
財

　

政
課
広
報
統
計
係

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
、
レ
ジ
袋
の
削
減
な
ど

に
取
り
組
み
、
ご
み
の
減
量
化
を

推
進
す
る
た
め
、
10
月
に
九
州
統

一
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

九
州
全
域
５
７
７
５
店
舗
、
県

内
６
２
１
店
舗
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
中
、
レ
ジ
袋
の
削
減
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
っ
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、

所
得
の
低
い
世
帯
、
障
害
を
持
つ

人
や
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
が
同

居
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
、
地

区
の
民
生
委
員
の
援
助
と
指
導
に

併
せ
て
、
低
い
利
率
（
修
学
資
金

お
よ
び
療
養
介
護
等
資
金
は
無
利

子
）
で
資
金
の
貸
付
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
世
帯
の
経
済
的
自
立
と

生
活
意
欲
の
助
長
、
社
会
参
加
の

促
進
を
図
る
貸
付
制
度
で
す
。

　

相
談
・
申
し
込
み
は
、
地
区
の

民
生
委
員
を
通
じ
て
、
最
寄
り
の

社
会
福
祉
協
議
会
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。　

○
資
金
の
種
類
＝
福
祉
資
金
（
転

　

居
費
用
や
住
宅
の
改
修
費
等
）

　

修
学
資
金
（
入
学
金
や
授
業
料

　

等
）
お
よ
び
療
養
・
介
護
等
資

　

金
（
医
療
費
や
介
護
保
険
料
の

　

支
払
い
等
）
な
ど
９
種
類

○
貸
付
主
体
＝
鹿
児
島
県
社
会
福

　

祉
協
議
会

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
県
保

　

健
福
祉
部
社
会
福
祉
課　

℡
０

　

９
９
（
２
８
６
）
２
８
２
４　

　

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
民

　

生
部　

℡
０
９
９
（
２
１
４
）

　

３
７
０
１　

長
島
町
社
会
福
祉

　

協
議
会　

℡
（
86
）
０
１
９
０

ご
み
出
し
の
冊
子
を
作
成

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で

は
、
ご
み
の
分
別
方
法
や
ご
み
の

出
し
方
な
ど
を
掲
載
し
た
冊
子
を

作
成
し
、
平
成
21
年
３
月
に
皆
さ

ん
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
冊
子
に
は
、
作
成
費
を
削

減
す
る
た
め
、
地
域
の
企
業
や
事

業
所
、
自
営
業
者
の
広
告
を
掲
載

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
や
広
告
に
つ
い
て
は
、
北

薩
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
北
薩
広
域

　

行
政
事
務
組
合　

　

℡
（
84
）
４
８
１
５

自衛官採用試験を実施
資　　格 18 歳から 27 歳未満の男性

受付期間 10 月 20 日 ( 月）～ 11 月 25 日（火）

試　験　日 11 月 29（土）　

試験場所 陸上自衛隊国分駐屯地（霧島市）

募集種目

２等陸海空士
陸上自衛隊２年、海上・航空自衛隊３年を１任期とした任期制の
隊員（任期満了時に陸上自衛官約 60 万円、海上・航空自衛官約
93 万円の退職手当を支給します）

連　絡　先
自衛隊鹿児島地方協力本部薩摩川内出張所
℡ 0996（22）2401　担当　西園
役場総務課　℡（86）１１１１

　

町
で
は
、
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ

ン
タ
ー
展
示
園
を
指
定
管
理
者
と

し
て
管
理
運
営
す
る
、
企
業
・
団

体
を
募
集
し
ま
す
。
指
定
管
理
者

制
度
は
、
民
間
の
知
恵
や
活
力

で
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
目
指
す
も
の
で
す
。
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
名
称
＝
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン

　

タ
ー
（
展
示
園
）

○
所
在
地
＝
鹿
児
島
県
出
水
郡
長

　

島
町
鷹
巣
３
７
８
８
番
地
１
４

○
施
設
の
内
容

・
展
示
園
面
積　

１
６
０
０
０
㎡

・
主
な
栽
培
作
物　

ミ
カ
ン
３
０

　

０
品
種

・
資
材
保
管
庫　

１
棟
１
６
２
㎡

・
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス　

１
棟
４
０

　

４
・
25
㎡

○
開
設
年
月
日
＝
平
成
５
年
10
月

　

29
日

○
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

・
展
示
ほ
場
の
栽
培
管
理
に
関
す

　

る
業
務

・
展
示
ほ
場
の
新
技
術
導
入

・
資
料
な
ど
に
関
す
る
調
査
お
よ

　

び
研
究

・
公
衆
に
対
し
て
、
資
料
な
ど
に

　

関
す
る
必
要
な
説
明
、
指
導
な

　

ど
を
行
い
、
文
化
活
動
な
ど
に

　

寄
与
す
る

・
町
長
が
必
要
と
認
め
た
事
業

○
指
定
期
間
＝
指
定
を
受
け
た
日

　

か
ら
起
算
し
て
５
年
間

○
応
募
資
格
＝
法
人
、
そ
の
他
団

　

体
で
あ
る
こ
と
（
一
定
の
団
体

　

で
あ
れ
ば
、
法
人
格
は
必
ず
し

　

も
必
要
で
な
い
）

○
提
出
書
類

・
指
定
申
請
書

・
企
業
、
団
体
の
概
要

・
申
請
者
の
経
営
状
況
を
説
明
す

　

る
書
類

・
申
請
者
の
人
的
能
力
を
説
明
す

　

る
書
類

・
管
理
業
務
の
計
画
書

・
管
理
に
か
か
る
収
支
計
画
書

・
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る

　

書
類

○
提
出
期
限
＝
10
月
31
日
（
金
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
役
場

　

農
林
課　

℡
（
86
）
１
１
１
１

日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
展
示
園
の
指
定
管
理
者
募
集
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ECOChallenge
エコチャレンジ

町
長
動
静
　
９
月

１
‐
２
日　

敬
老
訪
問
（
町
内
）

３
日　

景
観
団
体
認
定
証
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

４
日　

敬
老
お
祝
い
金
交
付
（
長
生
園
・
あ
か
ね
園
）

　
　
　

出
水
地
区
土
木
事
業
連
絡
会
（
出
水
市
）

５
日　

長
島
町
地
域
公
共
交
通
会
議
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

町
長
相
談
（
馬
込
公
民
館
）

６
日　

電
気
設
備
無
料
点
検
サ
ー
ビ
ス
出
陣
式
（
杉
ノ
段
）

　
　
　

宝
く
じ
文
化
講
演
会
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

８
日　

健
康
づ
く
り
講
演
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

10
日　

県
道
現
地
調
査
お
よ
び
意
見
交
換
会
（
平
尾
）

12
日
‐
24
日　

町
議
会
定
例
会
（
長
島
町
役
場
）

14
日　

中
学
校
体
育
大
会
（
長
島
中
・
平
尾
中
）

14
‐
15
日　

自
治
公
民
館
敬
老
行
事
訪
問
（
町
内
）

18
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

19
日　

認
定
農
業
者
認
定
式
（
指
江
庁
舎
）

22
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

鷹
巣
地
区
む
ら
づ
く
り
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

（
長
島
町
総
合
町
民
体
育
館
）

24
日　

財
団
法
人
長
島
町
観
光
公
社
理
事
会
（
長
島
町
役
場
）

25
日
‐
26
日　

環
境
省
陳
情
（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
理
事
会
（
東
京
都
）

27
日　

長
島
町
交
通
・
地
域
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

28
日　

杉
ノ
段
招
魂
祭
（
杉
ノ
段
）

30
日　

町
石
積
み
コ
ン
ク
ー
ル
（
町
内
）

鹿児島県最低賃金が、平成 20 年 10 月 18 日から時間額６２７円に改正されます。

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最低賃金額（時間額） 効力発生日

627 円 平成 20 年 10 月 18 日

　★鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。
　ただし、別に定める特定（産業別）最低賃金の産業に該当する場合は、当該最低賃金も適用されます。

◎問い合わせ先＝鹿児島労働局 099（223）8278・川内労働基準監督署 0996（22）3225
【最低賃金テレホンサービス 099-223-8881】

Tax News税だより

必ずチェック最低賃金

　　　　  町県民税（３期）
10 月は　国民健康保険税（４期）　の納付月です。
　　　　  介護保険料（４期）
　　　　　　『納付期限は 10 月 31 日（金）』
　　　※口座振替の人は、10 月 27 日（月）に口座引落をしますので、
　　　預金残高等の確認をお願いします。

ポイ捨てせずに分別しよう
①
缶
類
と
し
て
出
せ
る
も
の

○
ジ
ュ
ー
ス
缶

○
ビ
ー
ル
缶

○
菓
子
缶

○
缶
詰

○
ミ
ル
ク
缶

○
海
苔
缶

分別法の紹介

③
表
示
を
見
て
分
別
す
る

　

素
材
表
示
マ
ー
ク
を
見

て
、
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル

缶
に
分
け
、
ネ
ッ
ト
に
入
れ

る

②
中
を
水
で
す
す
ぐ

　

水
で
軽
く
す
す
ぎ
、
中
に
は

タ
バ
コ
な
ど
の
異
物
を
絶
対
に

入
れ
な
い

燃
え
な
い
ご
み
へ

　

塗
料
の
缶
、
オ
イ
ル
缶
、

食
用
の
油
缶
な
ど
は
中
身
を

ふ
き
取
り
、
ス
プ
レ
ー
缶
や

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
使
い
切

り
、
穴
を
あ
け
て
、
燃
え
な

い
ご
み
と
し
て
出
す

　
飲
料
用
の
缶
の
使
用
料
は
、
自
動
販
売
機
の
普
及
と
と
も
に
急
増
し
、
国
民
１

人
あ
た
り
１
日
１
本
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。
空
き
缶
は
、
廃
棄
物
処
理
の

負
担
を
増
す
ば
か
り
で
な
く
、
ポ
イ
捨
て
な
ど
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
缶
類
を
分
別
し
て
出
す
と
収
益
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
お
金
は
、
各
集
落
に
還

元
金
と
し
て
返
し
て
い
ま
す
。
缶
類
の
分
別
法
を
知
り
、道
路
へ
の
ポ
イ
捨
て
は
、

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
で
の
資
源
等
の
投
入
量
は
、
年
間
19
・
78
億

㌧
（
２
０
０
３
年
度
）。
こ
の
う
ち
4
・
2
億
㌧
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
消
費
さ
れ
、
主
に
排
気
ガ
ス
と

し
て
大
気
へ
放
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
5
・
8
億
㌧

は
廃
棄
物
（
ゴ
ミ
）
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

投
入
さ
れ
た
資
源
の
5
割
は
、
建
設
物
な
ど
の
ス
ト

ッ
ク
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も
数
十
年
後
に
は
取

り
壊
さ
れ
廃
棄
物
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ゴ
ミ
処
理
問
題
は
、「
い
か
に
適
正
に

処
理
す
る
か
」
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、

埋
め
立
て
地
（
最
終
処
分
場
）
の
問
題
や
、
焼
却
時

に
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
2
（
二
酸
化
炭
素
）
の
地
球
温

暖
化
に
及
ぼ
す
影
響
、
有
限
な
資
源
の
有
効
利
用
な

ど
の
観
点
か
ら
、「
い
か
に
ゴ
ミ
そ
の
も
の
の
量
を

減
ら
す
か
」
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
ゴ
ミ
の
発
生
を

抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・R

educe

）
す
る
こ
と
、
不

要
と
な
っ
た
も
の
は
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
・R

euse

）

す
る
こ
と
、
再
使
用
で
き
な
い
も
の
は
資
源
と
し
て

再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
・R

ecycle

）
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
「
3
Ｒ
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
3
Ｒ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
、
社
会
経
済
活

動
を
循
環
型
に
転
換
し
て
い
き
、
究
極
的
に
は
ゴ
ミ

ゼ
ロ
社
会
を
目
指
す
こ
と
が
、
国
際
的
な
共
通
認
識

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
資
源

か
ら
製
品
、
消
費
、
廃
棄
に
至
る
流
れ
を
把
握
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
資
源
の
有
効
利
用
、
再
生
利
用

の
検
討
を
加
え
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
使

っ
て
い
く
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

な
ぜ
、
３
Ｒ
な
の
か　

内
閣
府
国
民
生
活
局
発
行

エ
コ
ラ
イ
フ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
２
０
０
７
か
ら
転
載

Reduce,Reuse,Recycle ながしま 14広報Town_Nagashima  Public  Relations15



地元選手が野球と水泳２種目制覇

　

第
62
回
県
民
体
育
大
会
が
９
月

20
日
、
21
日
の
２
日
間
、
川
辺
地

区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
に
は
、
本
町
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
や
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
剣
道
な
ど
に
総
勢
78
人
が

出
場
し
、
軟
式
野
球
と
水
泳
２
種

目
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

平
瀬
一
孝
監
督
の
も
と
、
薄
井

の
若
者
が
中
心
選
手
と
な
っ
た
野

球
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
川
薩
、

曽
於
を
撃
破
し
、
決
勝
戦
で
肝
属

を
３
対
１
で
破
り
、
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。
水
泳
で
は
指
江
の
渡
辺

義
明
さ
ん
が
青
年
50
㍍
自
由
形
、

宮
ノ
浦
の
濵
啓
子
さ
ん
が
女
子
50

才
以
上
25
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
で
一
番

高
い
表
彰
台
に
上
り
ま
し
た
。

　

野
球
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た

濵
島
雄
一
さ
ん
は
「
部
員
み
ん
な

で
勝
ち
取
っ
た
優
勝
。
う
れ
し
い

で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
水

泳
で
は
、
優
勝
経
験
の
あ
る
50
㍍

自
由
形
の
渡
辺
さ
ん
は
「
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
あ
る
大
会
で
優
勝
で

き
、
安
心
し
ま
し
た
」
と
安
堵
の

様
子
、
２
連
覇
を
達
成
し
た
25
㍍

バ
タ
フ
ラ
イ
の
濵
さ
ん
は
「
３
連

覇
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

地元選手が野球と水泳２種目制覇

自由形で優勝した渡辺さん（長島中教諭） 野球の選手たちとバタフライの濵さんが町長へ優勝報告

子
ど
も
芸
術
劇
場

「
か
さ
じ
ぞ
う
」
開
催

　

子
ど
も
芸
術
劇
場
「
か
さ
じ
ぞ

う
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い

る
話
だ
か
ら
楽
し
め
る
お
芝
居
で

す
。
ぜ
ひ
、「
か
さ
じ
ぞ
う
」
を

知
っ
て
い
る
子
ど
も
に
見
せ
て
ほ

し
い
で
す
。
ま
だ
こ
の
お
話
を
知

ら
な
い
子
ど
も
も
、
一
度
見
れ
ば

必
ず
や
「
か
さ
じ
ぞ
う
」
の
話
が

好
き
に
な
る
は
ず
で
す
。
た
く
さ

ん
の
親
子
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
期
日
・
場
所

・
11
月
12
日
（
水
）

　

獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

・
11
月
13
日
（
木
）

　

長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
11
月
14
日
（
金
）

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

○
開
演
時
間
＝
３
会
場
と
も
に
午

後
６
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

○
入
場
料
＝
５
０
０
円
（
２
歳
以

下
は
無
料
）

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
＝
町
内
の
幼

稚
園
、
保
育
園
、
社
会
教
育
課
、

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
、
長
島
町
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー

長
島
総
合
文
化
祭

出
品
作
品
募
集

　
　

長
島
町
で
は
、
文
化
の
薫
り

高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

第
３
回
長
島
町
総
合
文
化
祭
を
開

催
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
や
団
体
な
ど
か

ら
の
出
品
を
お
願
い
し
、
よ
り
豊

か
で
充
実
し
た
文
化
祭
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
出
品
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
期
間
＝
11
月
８
日
（
土
）
～
９

　

日
（
日
）

○
会
場
＝
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
、

　

長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
募
集
作
品
＝
生
花
、
短
歌
、
盆

　

栽
、
菊
、
竹
細
工
、
手
芸
品
、

　

陶
芸
、
そ
の
他

○
作
品
搬
入
日
＝
11
月
７
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

長
島
町
成
人
式
を
開
催

　

平
成
21
年
長
島
町
成
人
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
日
時
＝
平
成
21
年
１
月
５
日

　
（
月
）
午
後
１
時
～
２
時
30
分

○
場
所
＝
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

○
対
象
者
の
生
年
月
日
＝
昭
和
63

　
年
４
月
２
日
～
平
成
元
年
４
月

　

１
日
生
ま
れ

○
会
費
＝
１
、０
０
０
円
（
記
念

　

写
真
・
記
念
品
を
贈
呈
）

○
案
内
状
＝
11
月
中
旬
に
発
送
予

　

定
で
す
。

○
注
意

・
対
象
者
は
、
町
内
に
住
民
登
録

　

を
さ
れ
て
い
る
人
や
、
町
外
居

　

住
で
あ
っ
て
も
帰
省
先
が
本
町

　

に
あ
る
人
で
す
。

・
案
内
が
当
然
あ
る
は
ず
な
の
に

　

案
内
状
が
届
か
な
い
と
い
う
人

　

は
、
社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

出
水
中
央
高
校
吹
奏
楽
部

演
奏
会
ｉ
ｎ
長
島

　

３
年
連
続
で
日
本
管
楽
合
奏
コ

ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
に
出
場
し
、

優
秀
な
成
績
を
受
賞
し
て
い
る
出

水
中
央
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
会

を
、
町
教
育
委
員
会
が
共
催
で
開

催
し
ま
す
。

　

今
回
は
約
90
人
の
大
編
成
で
来

町
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

○
日
時 

＝
11
月
16
日
（
日
）
午

　

後
１
時
30
分
開
場  

２
時
開
演

○
場
所
＝
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

○
演
奏
曲
＝
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
演

　

歌
、
踊
り
ほ
か

○
入
場
料
＝
無
料

関
東
な
が
し
ま
会

　

関
東
な
が
し
ま
会
は
、
第

２
回
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
会
は
、
関
東
地
区
在

住
の
長
島
町
に
縁
の
あ
る
か

た
が
た
の
会
で
す
。
当
日

は
、
長
島
町
か
ら
も
来
賓
を

招
い
て
、
島
美
人
を
飲
み
な

が
ら
故
郷
の
話
で
盛
り
上
が

り
ま
し
ょ
う
。

・
期
日
＝
11
月
22
日
（
土
）

・
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～

　

午
後
４
時
30
分

・
場
所
＝
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ

　

ル　

東
京
都
港
区
虎
ノ
門

　

４
‐
１
‐
１

　

※
こ
れ
ま
で
に
案
内
状
が

届
い
て
い
な
い
か
た
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
関
東
な

　

が
し
ま
会
（
平
崎
）　

℡

　

０
９
０
（
３
４
０
９
）
７
６

　

４
９ 第

２
回
総
会
を
開
催
し
ま
す第１回総会への参加者

◎問い合わせ先＝長島町教育委員会社会教育課

　℡（86）１１１１

催しに参加しよう
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

の届かない場所チェック
電気設備無料点検巡回サービス

川内が浦底を退け初優勝城 公民館対抗ソフトボール大会

　出水電気工事工業協同組合と同青年部は９
月６日、町内の高齢者宅などで電気設備無料
点検巡回サービスを実施しました。
　組合員約 80 人と車両 50 台以上が参加し
たこのボランティアは、事前に申し込みの
あった高齢者宅や老人ホームを、組合員が手
分けして訪問。屋内配線や漏電の有無を調べ
たり、古くなった電球やコンセントを取り換
えたりしました。
　風呂場のスイッチとテレビの配線を修理し
てもらった立尾スミコさん（浦底）は「普段
はなかなか頼めない。夜は暗くて風呂に入れ
なかったので、修理してもらえてうれしい」
と喜んでいました。

　９月 10 日から 22 日までの７日間、平
成 20 年度自治公民館対抗ソフトボール大
会が、城川内運動場と川床コミュニティ運
動場でありました。
　大会は、一回戦から目の離せない対戦
カードが続き、熱戦の末、城川内、小浜、
浦底、薄井Ｂがベスト 4 に進出。城川内
が小浜を、浦底が薄井Ｂを破り、22 日に
行われた決勝戦では、城川内が浦底を大差
で退け、悲願の優勝を果たしました。
　大会の結果は次のとおりです。
【優　勝】城川内
【準優勝】浦底
【第３位】小浜・薄井Ｂ

↑高齢者宅でテレビの配線をチェックする組合員

↓優勝を目指し、白熱した試合を繰り広げる選手たち（川床中  対  蔵之元）

手

にも負けず綱引き合う
各集落で十五夜行事

払い続け 15 年  功績たたえる草 道添さんに日本道路協会会長表彰

静かに戦没者の慰霊を弔う心 杉ノ段招魂祭

雨

↑慰霊碑に玉串を捧
げ、悲惨な戦争を繰り
返さないことを誓う参
列者

←雨を吹き飛ばし、押
しつ押されつの攻防を
見せるちびっ子力士た
ち

　旧暦の８月 15 日にあたる９月 14 日、町内の各集
落で十五夜行事がありました。
　城川内では、子どもたちが各家庭に飾られた供えも
のを貰い歩き、暗くなったころ公民館に集合しました。
この日はあいにくの雨模様で、毎年恒例の相撲は中止
となりましたが、育成会の会員がかずらと藁

わら

で練り上
げた綱を、子どもたちが懸命に引き合い、楽しい一夜
を過ごしました。

　長年にわたり道路環境の美化に貢献してこられた汐
見の道添太吉さんが、社団法人日本道路協会会長か
ら表彰されました。道添さんは、約 15 年前から国道
389 号や県道葛輪瀬戸線、町道などの草払いを自主的
に続けてこられ、この功績が認められました。
　表彰状は８月 28 日、清掃作業中の現場へ川添健町
長が出向き、道添さんへ伝達しました。

　明治維新以降の戦争で亡くなられたかたが
たを慰霊する杉ノ段招魂祭が９月 28 日、杉
ノ段招魂墓地でありました。
　遺族や団体関係者、消防団員らが参列して、
しめやかに神事が執り行われ、戦没者に対し
参加者一同で感謝の誠を捧げ、平和の誓いを
新たにしました。
　招魂墓地下の広場では、あいにくの雨のな
か、小学生対抗の相撲が奉納されました。ど
の試合も熱戦が繰り広げられ、懸命に競い合
う好取組に、観覧席からたくさんの歓声や拍
手が送られました。
　招魂祭は心静かに戦没者の御霊を弔い、二
度と悲惨な戦争を起こさないことを誓う、節
目の祭りです。

↓手づくりの綱を引く子どもたち

↑鎌やほうき、草払い機などで道路清掃を続けている道添さん
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まちの話題

年かかりで鮮やかに開花５ 東町産業開発で地湧金蓮が開花

奏楽の醍醐味たっぷり
鹿大学友会吹奏楽団公演

みな話術で会場沸く巧 宝くじ文化講演会

　東町産業開発株式会社で、同社に勤務する田淵チド
リさん（母良木）が自宅から持込んだ地

ちゆうきんれん

湧金蓮が開花
し、社員や来客者の目を楽しませました。
　中国雲南省原産でバショウ科の地湧金蓮は、横から
見ると黄金の蓮の花、真上から見ると太陽のようです。
しかし、これは花ではなくて包です。花は白くてとて
も小さく、包と包の間にたくさん咲いています。
　田淵さんは「これは３代目。株分けするのが難しく、
咲くまで５年ほどかかる。花が好きなので、もっとた
くさん咲かせたい」と話していました。

　川床小学校体育館で９月６日、鹿児島大学
学友会吹奏楽団による演奏会「長島公演」が
開催され、多くの地区民が来場して、吹奏楽
の醍醐味をたっぷり楽しみました。
　演奏は午前 10 時から約１時間続き、時代
劇などの懐かしい曲から若者向けの歌謡曲、
子どもにおなじみの曲までレパートリーが広
く、来場者の心に響くすばらしい演奏会とな
りました。
　同吹奏楽団は、毎年この時期に県内各地の
小中学校で演奏会を開いていて、今年は団員
70 人が、川床コミュニティセンターを宿舎・
拠点として、北薩地区を５日間11校にわたっ
て訪問しました。

宝くじ文化講演会「板東英二のがむしゃら人生」
が 9月 6日、長島町文化ホールで開催されました。
当日は、約 500 人が会場を訪れ、テレビやラジオ

でおなじみの板東英二氏による高校球児、プロ野球時
代に活躍した貴重な体験談に耳を傾けていました。　
　板東氏はテレビ番組の舞台裏などの話で笑いを誘
い、会場は賑やかな雰囲気に包まれ、大盛況のうちに
終了しました。

↑迫力ある演奏に魅了された会場

↓太陽のように包を広げる地湧金蓮

↑宝くじの助成を受けて開催された講演会

吹

My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

町室の雰囲気和らぐ
江口さんが鉢植えを寄贈

自治公民館に８棟設置７ 宝くじ助成でごみステーション

贈ヘルメットかぶり練習寄 伊唐小交通安全教室

町

↑阿久根地区交通安全
協会から、自転車用ヘ
ルメットが贈られ、受
け取る児童

←寄贈されたヘルメッ
トをかぶり、自転車の
運転練習をする児童

　９月 22 日、浜漉の江口豊さんが町長室を訪れ、鉢
植えを寄贈されました。この花は、ベゴニアの一種と
みられますが、正式には分からないそうです。江口さ
んは昭和のころ、知り合いからこの花の枝を譲り受け、
挿し木で増やされました。今年は、15 鉢ほどに増え
たそうです。このうち２鉢を川添健町長室へプレゼン
トされ、町長室の雰囲気を和らげています。

　町では、宝くじ助成で町内７自治公民館に計８棟の
ごみステーションを設置しました。これは、（財）自
治総合センターが実施する「コミュニティ助成事業」
を活用したもので、宝くじの普及宣伝と地域のコミュ
ニティ活動の活性化を目的に助成されています。
【設置場所】火ノ浦、山門野下、川床中、薄井、白瀬、
幣串、浜漉２棟

　自転車の安全な乗り方、正しい乗り方を身
につけようと９月 22 日、伊唐小学校は交通
安全教室を開きました。また、この教室に合
わせて、阿久根地区交通安全協会から自転車
用ヘルメットが寄贈されました。
　教室で児童たちは、阿久根警察署のおまわ
りさんから運転姿勢や乗車・発進・停止など、
自転車の乗り方について説明を受け、寄贈さ
れたヘルメットをかぶり、スラロームやＳ字
のコースを巡行して、正しい乗り方を学んで
いました。
　児童たちは「いただいたヘルメットをかぶ
り、交通事故のないように気をつけます。大
切に使います」と話していました。

↓江口良夫公民館長も立会い、鉢植えを寄贈

↑薄井に設置されたごみステーション
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インタビュー

Nice Sm
ile

（　）内は前月比

人　口　  11,915(    -5)
男　性　　5,738(    -4)
女　性　　6,177(    -1)
世　帯　　4,407(   +9)

平成 20 年 9 月 30 日現在 ◇
苦
労
し
た
こ
と
は

　

空
港
な
ど
に
遠
出
し
て
夜
遅
く
な

る
と
、
フ
ェ
リ
ー
の
最
終
便
に
乗
れ

ず
帰
宅
で
き
ま
せ
ん
。
仕
事
で
は
、

活
魚
な
ど
を
出
荷
す
る
と
き
、
幣
串

か
ら
薄
井
漁
港
ま
で
船
で
運
ば
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
輸
送
コ
ス
ト
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

橋
が
無
い
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
そ

う
と
う
な
苦
労
を
し
て
き
ま
し
た
。

◇
も
し
も
橋
が
架
か
っ
た
ら

　

魚
以
外
の
副
業
な
ど
、
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。
女

性
の
働
き
口
も
広
が
り
、
時
間
の
制

約
を
受
け
ず
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

い
け
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

　

橋
が
架
か
っ
て
い
た
ら
、
若
い
と

き
に
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
や

り
た
か
っ
た
で
す
。

新しいことにチャレンジしたい

幣串在住
濵　直人さん（53）

石
積
み
コ
ン
ク
ー
ル
と
石
積
み
お
よ

び
花
壇
の
研
修
会
を
実
施

　

本
町
は
、
長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観

条
例
を
施
行
後
、『
花
と
石
積
み
の

ま
ち
長
島
町
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
「
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

９
月
30
日
、
町
で
は
町
内
の
道
路

改
良
工
事
な
ど
で
施
工
し
た
石
積
み

の
コ
ン
ク
ー
ル
と
石
積
み
お
よ
び
花

壇
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
長
島
町
建
友
会
な
ど
か

ら
出
展
さ
れ
た
石
積
み
現
場
７
カ
所

と
花
壇
12
カ
所
を
視
察
。
会
員
や
町

関
係
者
が
お
の
お
の
に
厳
し
い
目
で

審
査
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
景

観
賞
と
し
て
２
社
、
特
別
賞
と
し
て

１
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
国
道
や
県
道
、
町
道
な
ど

の
改
良
工
事
に
は
、
古
く
か
ら
受
け

継
が
れ
て
い
る
石
積
み
工
法
を
用
い

て
、
景
観
や
自
然
に
配
慮
し
た
工
事

が
進
め
ら
れ
る
計
画
で
す
。

○
景
観
賞

共
栄
建
設(

株)

鹿
児
島
支
店

町
道
7
号
線
道
路
改
良
工
事
（
長
島

中
学
校
）

(

有)

福
山
建
設

山
中
矢
堂
線
道
路
改
良
工
事

○
特
別
賞 

共
栄
建
設(

株)

長
島
支
店

塩
見　

昇
（
町
道
7
号
線
道
路
改
良

工
事
主
任
技
術
者
と
し
て
）

景
観
協
定
団
体
に
１
団
体
を
認
定

　

９
月
３
日
、
長
島
町
ふ
る
さ
と
景

観
協
定
団
体
に
新
た
に
１
団
体
を
認

定
し
ま
し
た
。
協
定
団
体
は
、
主
に

国
道
、
県
道
沿
い
に
花
壇
な
ど
を
造

成
、
管
理
し
、
本
町
の
花
に
よ
る
景

観
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

14
号　

蔵
之
元
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

会
長　

飯
尾
文
二　

１
５
７
人

●
お
礼

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が

し
ま
送
付
の
お
礼
と
し
て
、

金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

兵
庫
県
神
戸
市

　
　
　
　

内
山　

実
徳
さ
ん

宮
崎
県
延
岡
市

　
　
　
　

永
岡　
　

学
さ
ん

千
葉
県
船
橋
市

　
　
　
　

堤
田　

正
和
さ
ん

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

　
　
　
　

長
元　

利
美
さ
ん

■
編
集
後
記　

▽
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
。
同
期
生
対
抗
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
、
同
級
生
た
ち
と

運
動
や
呑
ん
方
を
楽
し
み
、

昔
を
懐
か
し
ん
で
い
る
人
が

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の

大
会
に
今
年
現
れ
た
妙
な

チ
ー
ム
名
〝
オ
ー
ル
平
成
〟。

そ
う
で
す
。
平
成
生
ま
れ
が

社
会
人
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し

て
い
る
の
で
す
。
昭
和
は
遠

い
昔
な
の
か
・
・
・
。（
濱
口
）

石積みコンクール入賞者

景観賞２社  特別賞１人が受賞

 わが
ま

ち

の景観
づ

く

り

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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日 月 火 水 木 金 土

２００８

お知らせカレンダー
広報ながしま11月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

  10/２６   10/３１ １

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

  10/２７   10/２８   10/２９   10/３０

３０

☆長島おさかな祭り

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

☆長島おさかな祭り

○飯尾医院 88-5040
○しお歯科医院 67-5844

□あじさい薬局 67-2055

□すくすく薬局 72-5010

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

　　　　文化の日

○鷹巣診療所 86-0054
○村岡歯科医院 62-0601

□いまがま調剤薬局 65-7550

□クレイン調剤薬局 63-4300

□市民調剤薬局 68-0150

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

◎胃がん検診
■燃えるごみ

（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ポリオ
（保健福祉センター）

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）

■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島 )
●阿久根市民病院 73-1331
●出水総合医療センター 67-1611

◎心配ごと相談
（保健福祉センター）

（長生園）
◎母子相談

（保健福祉センター）
■燃えるごみ

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）

■天ぷら油（鷹巣・諸浦）
●阿久根市民病院 73-1331
●吉井中央病院 62-3111

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●脇本病院 75-2121

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

○長島クリニック 88-6405
○徳森歯科医院 67-3608

□高尾野会営薬局 64-2110

□中央薬局 73-2907

□しおかぜ薬局 88-6011

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ポリオ
（保健センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）

●内山病院 73-1551

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○平尾診療所 88-2595
○太田歯科医院 84-4700

□ポポロ薬局 63-4630

□第二緑調剤薬局 63-1177

□のぞみ薬局 73-2131

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

◎ポリオ
（獅子島へき地診療所）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）

■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島 )

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 3 歳児歯科検診
（保健福祉センター）

◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター )

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ

（浦底・川床・山門野）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）
●阿久根市民病院 73-1331
●出水病院 62-0419

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●上園医院 73-1055

●高尾野医療センター 82-0017

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

　　　　 勤労感謝の日

○飯尾医院 88-5040
○椎原歯科医院 67-4111

□会営薬局 64-8280

□上野薬局 72-1016

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

　　　　　振替休日

○鷹巣診療所 86-0054
○白男川歯科医院 63-0009

□マリン薬局 63-6678

□阿久根薬局 72-1017

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ポリオ
（保健福祉センター）

◎獅子島母子健診
（獅子島アイランドセンター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 1.6 歳児健診
（保健センター）

◎ 2・2.6 歳児歯科検診
（保健センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎乳児健診
（保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

祝日には、国旗を掲げましょう！

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

● 11月３日は文化の日です。
　文化の日は「自由と平和を愛し、文化をすすめる」こと
を趣旨としています。

● 11月 23日は勤労感謝の日です。
　「勤労をたっとび、生産を祝い、国民互いに感謝しあう」
ことを趣旨としています。

○長島クリニック 88-6405
○よしもと歯科クリニック 75-3333
□ふれあい薬局 63-3070
□会営薬局阿久根支店 72-5060
□しおかぜ薬局 88-6011
●阿久根市民病院 73-1331
●出水総合医療センター 67-1611
■こどもクリニック永松 64-1500


